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Ⅰ．はじめに

　原木シイタケ栽培において安定した経営を行うためには，高品
質のシイタケ子実体を生産するとともに収量を確保することが重
要である。子実体の発生には原木樹皮の形状や養分含有量が大き
く影響するといわれ，シイタケ生産に適した原木の育成・確保も
重要となる。このため，本県の一部のシイタケ生産者の中では，
原木として使用するクヌギ林を伐採する概ね 3 年前に除伐するこ
とで，子実体の発生に好影響を及ぼすことが経験的に知られ実施
されている。そこで，クヌギ林の伐採前の除伐と樹木成長等に効
果が期待される施肥を行い，原木樹皮の形状や，原木内で不足す
るといわれる全窒素含有量（3）及び子実体の発生量への影響に
ついて調査した。

Ⅱ．材料と方法

（1）試験区の概要
　試験地は 2 箇所設け，それぞれに除伐区，除伐＋施肥区，未施
業区（以下，対照区という。）を設定し施業を実施した（表－ 1）。
なお，施肥は，クヌギ 1 本当たり 50ｇ（窒素換算）をばらまき
により行った。供試木は，両試験地とも平成 23 年 10 月下旬に伐
採し，翌年 1 月下旬に玉切り，2 月下旬に市販種菌菌興 115 号形
成菌を原木末口径の概ね 5 倍植菌後，センター内の人工ほだ場に
合掌伏せした。各試験区の供試原木本数は 45 本とした。

（2）供試木の形状調査
　供試木は立木伐採時に各試験区から平均的な胸高直径の伐採木

5 本を抽出し，木口から 30cm の位置で切断し採取した円板を用
いた。年輪幅は過去 3 カ年分を電子ノギスで測定した。樹皮厚は
円板ごとに凸部を 5 箇所測定し，その平均値で表した。外樹皮率
はコルク層から外側の厚さが樹皮厚に占める割合とした。溝の密
度は円周上の溝数を 1cm 当たりに換算した。

（3）全窒素含有量調査
　試料は原木の形状調査で使用した供試木の木口から 10cm の位
置で切断し，樹皮部，辺材部，心材部に分け採取・粉砕したもの
を用いた。全窒素含有量はケルダール法により求め，絶乾重量に
おける含有率で表した。

（4）シイタケ菌糸蔓延率調査
　供試木は各試験区から径級が同程度のほだ木 3 本を抽出し用い
た。蔓延率はほだ木を剥皮し，表面の蔓延部をトレース後，面積
を求め平均値で表した。

（5）シイタケ子実体発生量調査
　平成 24 年及び 25 年の二シーズンの発生量を調査した。採取は
菌傘が 6～8 分に開いた時点で行い，乾燥重量を測定した。

Ⅲ．結果と考察

（1）供試木の形状
　供試木の形状を表－ 2 に示した。両試験地とも年輪幅や樹皮の
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表－1．試験区の概要

試験地 所在地 樹種 林齢 除伐時期 施肥時期
Ｍ 諸塚村 クヌギ 20 H21.5 H21.5
Ｎ 諸塚村 クヌギ 27 H20.10 H21.3

注：林齢は，伐採時の林齢である。

表－2．供試木の形状

試験地 試験区 径級
（cm） 

年輪幅（mm） 樹　皮

2 年前 1 年前 伐採年 計 樹皮厚
（mm）

外皮率
 （％） 

溝密度
本 /cm

Ｍ 除伐区 15.7 2.2 1.9 1.6 5.7 12.1 26.3 0.44
除伐＋施肥区 16.4 1.4 1.6 1.4 4.4 13.0 26.2 0.44

20年生 対照区 15.7 2.0 1.7 1.3 5.0 12.3 28.6 0.45

Ｎ 除伐区 16.9 1.1 1.2 0.9 3.2 12.6 28.2 0.43
除伐＋施肥区 16.5 1.3 1.3 1.0 3.6 11.4 37.6 0.43

27年生 対照区 16.9 1.2 1.2 0.9 3.3 13.4 35.6 0.37
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形状に試験区間で大きな違いはなく，除伐及び施肥の効果は見ら
れなかった。施肥については，樹木への肥大効果が報告されてい
るが（2），壮齢を超えた林分への，かつ，単年度の施肥では，
その効果は低いものと考えられた。　　　　　　　　　　　　　

（2）全窒素含有量
　部位別の全窒素含有率を図－ 1 に示した。含有率は両試験地と
も樹皮部が辺材部及び心材部に比べ明らかに高く，河内ら（1）
の報告と同様の結果となった。また，樹皮部の含有率はＭ試験地
の除伐区が 0 . 34％，除伐＋施肥区が 0 . 32％，対照区が 0 . 31％，
Ｎ試験地では除伐区が 0 . 33％，除伐＋施肥区が 0 . 34％，対照区
が 0 . 25％となり，両試験地とも対照区に比べ除伐や施肥を行っ
た試験区の方が高かった。一方，辺材部は，Ｍ試験地の除伐区及
び除伐＋施肥区ともに 0 . 15％で対照区の 0 . 13％に比べ高かった
が，Ｎ試験地では除伐区及び対照区が 0 . 15％と同程度であった
のに対し，除伐＋施肥区は 0 . 14％と逆に低かった。心材部は試
験地間及び試験地の試験区間で大きな違いはなく，その平均値は
0 . 13％であった。これらのことから，除伐及び施肥が樹皮部や
辺材部の全窒素含有量の増加に何らかの影響を及ぼしたものと考
えられ，特に，除伐による効果が高いことが示唆された。

（3）シイタケ菌糸蔓延率
　平成 25 年 5 月に調査したシイタケ菌糸蔓延率を図－ 2 に示し
た。蔓延率はＭ試験地の除伐区が 95 . 7％，除伐＋施肥区が
98 . 5％，対照区が 92 . 1％，Ｎ試験地では除伐区が 97 . 4％，除
伐＋施肥区が 88 . 0％，対照区が 94 . 9％となり全試験区で高い値
を示し，また，両試験地とも試験区間で大きな違いは見られな
かった。今回，調査したシイタケ菌糸の未蔓延部はシイタケ害菌
の侵入部であり，これは，植菌から伏込み間の管理が影響したも
のと考えられた。これらのことから，除伐及び施肥がシイタケ菌
糸の蔓延に及ぼす影響は小さいものと示唆された。 

（4）シイタケ子実体発生量調査
　平成 24・25 年の二シーズンのほだ木 1 本当たりのシイタケ子
実体発生量を図－ 3 に示した。発生量はＭ試験地の除伐区が
127 . 0g，除伐＋施肥区が 113 . 3g，対照区が 91 . 1g，Ｎ試験地で
は除伐区が 126 . 8g，除伐＋施肥区が 132 . 2g，対照区が 99 . 4 g
となり両試験地とも対照区に比べ除伐や施肥を行った試験区の方
が多かった。また，1 年目では，両試験地の除伐区及び除伐＋施
肥区ともに良好な発生を示し対照区を大きく上回ったが，2 年目
の除伐＋施肥区では両試験地とも対照区との差は小さくなる傾向
が見られた。子実体の発生には，栄養源としての樹皮の役割が大
きいと報告（1）されており，特に辺材部のほだ化が未熟である
1 年目の発生ではその影響は大きいものと考えられる。今回の調
査でも 1 年目の発生は両試験地とも除伐区及び除伐＋施肥区にお
いて良好であり，これは，樹皮部の全窒素含有量が対照区に比べ
て多かったことが一つの要因と考えられた。

Ⅳ．おわりに

　今回の調査で，クヌギ原木を伐採する前に林内を除伐すること
で子実体の発生量が増加することが確認された。そして，その要
因として樹皮部の全窒素含有量の増加が影響したものと考えられ
た。しかし，その他の要因も考えられることから，結果の再現も
含めさらに検討する必要がある。
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図－ 3．子実体発生量

図－ 2．シイタケ菌糸蔓延率

図－ 1．部位別全窒素含有率
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